
 

 

久留米
く る め

市立
し り つ

三潴
み づ ま

小学校だより
し ょ う が っ こ う だ よ り

 
 

 

 

 

 み の

実りの
あ き

秋 ～
い ね

稲
か

刈り
た い

体
け ん

験に
ち よ う

挑
せ ん

戦～ 

 １０
がつ

月２５
にち

日（
げつ

月）、５
ねん

年
せい

生は、
そう

総
ごう

合
てき

的な
がく

学
しゆう

習 の
じ

時
かん

間の
いつ

一
かん

環とし、
いね

稲
か

刈りの
たい

体
けん

験をし

ました。ＪＡ
せい

青
ねん

年
ぶ

部の
みな

皆
さま

様のご
し

指
どう

導を
う

受けながら、
じつ

実
さい

際に６
がつ

月２３
にち

日（
すい

水）に
た

田
う

植えをし

て
そだ

育った
いね

稲が
りつ

立
ぱ

派に
せい

成
ちよう

長 しました。
はじ

初めて
かま

鎌を
つか

使って
いね

稲
か

刈りをする
こ

子ども
たち

達も、１
たば

束、２
たば

束と
か

刈っていくうちに「サクッ、サクッ」と
か

刈る
かん

感
しよく

触 の
ここ

心
ち

地よさを
かん

感じていました。 

 
しゆう

収
かく

穫したお
こめ

米は、３
がつ

学
き

期に
ちよう

調
り

理して
た

食べる
よ

予
てい

定です。
じ

自
ぶん

分たちで
かか

関わったお
こめ

米のおい

しさが
いま

今からとても
たの

楽しみです。ＪＡ
せい

青
ねん

年
ぶ

部の
みな

皆
さま

様・
ち

地
いき

域の
みな

皆
さま

様、
き

貴
ちよう

重 な
たい

体
けん

験を
とお

通した
がく

学
しゆう

習 をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽鑑賞会 ～生のクラシックにうっとり～ 

 

10
がつ

月7
か

日（
もく

木）、
じつ

実
さい

際に
げん

弦
がつ

楽
き

器の
ね

音
いろ

色を
き

聴いた

り
えん

演
そう

奏を
み

見たりし、
おん

音
がく

楽のよさや
うつく

美 しさ
あじ

味わいま

した。
とく

特に
こん

今
かい

回は、コロナ
か

禍の
たい

対
おう

応として、
てい

低・
ちゆう

中

・
こう

高
がく

学
ねん

年
べつ

別に
おん

音
がく

楽
かん

鑑
しよう

賞
かい

会を
じつ

実
し

施しました。 
えん

演
そう

奏していただいたのは、「アンサンブル フュ

ーシャ」の
みな

皆さんです。
こう

高
がく

学
ねん

年の
ぶ

部では、チェロ、

ピアノ、バイオリンで
かな

奏でるモーツァルトやブラー

ムスの
きよく

曲 に
き

聴き
い

入る
こ

子ども
たち

達の
すがた

姿 が
いん

印
しよう

象
てき

的で

した。また、サンサースの「
はく

白
ちよう

鳥 」や、ホルスト

の「
もく

木
せい

星」など
きよう

教
か

科
しよ

書で
まな

学んだ
がつ

楽
きよく

曲 にうっ

とり
き

聴き
い

入る
こ

子どももいました。
さい

最
ご

後に、「も

みじ」や「ふるさと」など
に

日
ほん

本の
あき

秋の
がつ

楽
きよく

曲 を
ふく

含め、
ぜん

全11
きよく

曲 の
えん

演
そう

奏に
かん

感
どう

動しました。
がつ

楽
き

器

の
くわ

詳しい
せつ

説
めい

明や
ほん

本
こう

校の
せん

先
せい

生も
くわ

加わった
えん

演
そう

奏に、
おん

音
がく

楽の
たの

楽しさも
かん

感じたことでしょう。「ア

ンサンブル フューシャ」の
みな

皆さん、ありがとうございました。 
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＜
ね

音
いろ

色の
うつく

美 しさに
き

聴き
い

入る
こ

子ども
たち

達＞ 

 

＜脱穀機を使って＞  ＜鎌を使って稲刈りをする5年生＞ ＜コンバインを使って＞ 



平
へ い

和
わ

の大
た い

切
せ つ

さと長
な が

崎
さ き

の歴
れ き

史
し

を学
ま な

んだ修
しゆう

学
が く

旅
り よ

行
こ う

 

  

６
ねん

年
せい

生は、10
がつ

月8
か

日（
きん

金）
なが

長
さき

崎へ
しゆう

修
がく

学
りよ

旅
こう

行に
い

行ってきました。
てん

天
こう

候にも
めぐ

恵まれ、
なが

長
さき

崎
とう

到
ちやく

着
ご

後、
しろ

城
やま

山
しよう

小
がつ

学
こう

校

での
けん

見
がく

学、
げん

原
ばく

爆
らつ

落
か

下
ちゆう

中
しん

心
ち

地での
へい

平

わ

和
しゆう

集
かい

会、
はん

班ごとに
わ

分かれてのフィ

ールドワーク（
によこどう

如己堂や
やま

山
ざと

里
しよう

小
がつ

学
こう

校、
うら

浦
かみ

上
てん

天
しゆ

主
どう

堂など）を
おこな

行 いました。
ご

午
ご

後から、
かた

語り
べ

部の
かた

方から
せん

戦
そう

争の
じつ

実
たい

体
けん

験を
はな

話して

いただいたり、
げん

原
ばく

爆
し

資
りよう

料
かん

館での
なま

生
なま

々しい
げん

現
ぶつ

物や
し

資
りよう

料 などを
しん

真
けん

剣に
み

見
き

聞きしたりと
へい

平
わ

和に

ついて
まな

学びました。 

 
しゆう

修
がく

学
りよ

旅
こう

行を
とお

通して、
せん

戦
そう

争の
ひ

悲
さん

惨さや
へい

平
わ

和の
たい

大
せつ

切さを
あらた

改 めて
じつ

実
かん

感したと
おも

思います。また、

ルールを
まも

守ることや、
とも

友
だち

達と
きよう

協
りよく

力 して
かつ

活
どう

動することの
たい

大
せつ

切さや
たの

楽しさも
まな

学んできました。

ぜひこれらの
たい

体
けん

験や
まな

学びを
こん

今
ご

後の
がく

学
しゆう

習 や
せい

生
かつ

活に
い

生かし、６
ねん

年
せい

生としての
じ

自
かく

覚を
も

持ち、
ほん

本
こう

校

のリーダーとして
かつ

活
やく

躍してくれることを
き

期
たい

待しています。  

読
ど く

書
し よ

週
しゆう

間
か ん

 ～素
す

敵
て き

な本
ほ ん

との出
で

会
あ

いをしてみませんか～ 

 

10
がつ

月27
にち

日～11
がつ

月9
か

日は
どく

読
しよ

書
しゆう

週
かん

間です。
み

三
づま

潴
しよう

小
がつ

学
こう

校
と

図
しよ

書
かん

館でも『
と

図
しよ

書
かん

館
まつ

祭り』として、
どく

読
しよ

書
ゆう

郵
びん

便
ほう

放
そう

送やおすすめの
ほん

本の
てん

展
じ

示、なぞのよみきかせなどに
と

取り
く

組んでいます。 
と

図
しよ

書
い

委
いん

員が
つく

作ってくれた、おすすめ
ほん

本の
しよう

紹
かい

介カード・POP

は、
と

図
しよ

書
かん

館
ない

内に
かざ

飾っています。とても
じよう

上
ず

手で、
す

素
てき

敵な
さく

作
ひん

品で

す。お
すす

薦めの
ほん

本と
いつ

一
しよ

緒に
かざ

飾ってありますので、POP を
み

見て、
おも

面

しろ

白そうと
おも

思った
こ

子ども
たち

達が、お
すす

薦めの
ほん

本を
か

借りていってくれ

ています。12 月には、
み

三
ずま

瀦
ち

地
く

区の
がつ

学
こう

校
と

図
しよ

書
かん

館と、
こう

公
きよう

共
と

図
しよ

書
かん

館との 
れん

連
けい

携の 
いつ

一
かん

環として、
と

図
しよ

書
い

委
いん

員
さく

作
せい

成の POP を
み

三
づま

潴
と

図
しよ

書
かん

館に
てん

展
じ

示していただきます。

ぜひ、
み

三
づま

潴
と

図
しよ

書
かん

館に
み

見に
い

行かれては、いかがでしょうか。 

＜
ま な

学び
あ

合い、
た か

高め
あ

合うコーナー＞（あいさつ・
う た

歌
ご え

声・
ど く

読
し よ

書） 

 
ほん

本
ねん

年
ど

度の
み

三
づま

潴
しよう

小 の
あい

合
こと

言
ば

葉は「
まな

学び
あ

合い 
たか

高め
あ

合う」 

です。
とく

特に、
み

三
づま

潴
しよう

小 の
こころ

心 を
ひび

響かせる３つの
やく

約
そく

束「あ 

いさつ」「
うた

歌
ごえ

声」「
どく

読
しよ

書」の
とり

取
くみ

組に
ちから

力 を
そそ

注いでいます。 

 
こん

今
かい

回は、
うた

歌
ごえ

声について
しよう

紹
かい

介します。 

 10月に
はい

入り、
おん

音
がく

楽の
じゆ

授
ぎよう

業 を
とお

通した
けん

研
しゆう

修 が
すす

進んでい 

ます。
とく

特に、
かん

鑑
しよう

賞 や
おん

音
がく

楽づくりに
と

取り
く

組んでいます。 

えば、
ちゆう

中
がく

学
ねん

年では、
おと

音の
ひび

響きを
かん

感じとれるように、
おと

音の
く

組

み
あ

合わせや
かさ

重なり、
ひび

響かせ
ほう

方の
く

工
ふう

夫をし、イメージに
あ

合う
おん

音
がく

楽を
はん

班で
きよう

協
どう

働しながら
つく

創る
じゆ

授
ぎよう

業 に
と

取り
く

組んでいます。
おん

音
がく

楽や
とも

友
だち

達との
たい

対
わ

話
かつ

活
どう

動を
とお

通し、
おん

音
がく

楽の
たの

楽しさを
あじ

味わっていま

す。
おん

音
がく

楽を
たの

楽しむ
こ

子どもを
もと

求め、
じゆ

授
ぎよう

業 は、
つづ

続きます。※ 11
がつ

月２
か

日
よ

予
てい

定の
ちく

筑
ご

後
ち

地
く

区
おん

音
がく

楽
けん

研
きゆう

究
たい

大
かい

会は、コロナ
か

禍のため
ちゆう

中
し

止となっております。 

 

＜平和記念像前にて＞＜平和集会・千羽鶴の奉納＞ 

 

＜
と

図
しよ

書
い

委
いん

員が
つく

作ったPOP＞ 

＜
と

図
しよ

書
い

委
いん

員が
つく

作ったPOP＞ 


